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要　旨　
　 本 研 究 は、 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症（Autism Spectrum Disorder以 下ASD） とHSP（Highly Sensitive 
Person以下HSP）の特徴を比較検討することによって、その共通性と差異を明らかにするとともに、特性
に応じ教育環境と支援の在り方を明らかにすることを目的として行った。HSPのような特性がある人にとっ
ては配慮が行き届いた教育環境が必須であることから、どのような経験がHSP傾向の強い人にとって苦痛や
ストレスをともなうのかを明らかにするための調査を行った。ASDとHSPの両者ともに共通して音に対して
の易刺激性が認められる。一方、ASDにとっては中核障害であるこだわりがHSP傾向の人にはあまり見られ
ない。HSPのある人には、教育環境での音刺激や視線不安に対する配慮が求められることが明らかとなった。

キーワード：音に関する低感覚閾  、易刺激性、視線不安

Ⅰ　問題と目的
　「自閉スペクトラム症」(Autism Spectrum Disorder: 以下ASD)は、対人関係が苦手・強いこだわりといっ
た特徴をもつ発達障害の一つである。自閉症に関する研究は、1943年にアメリカの児童精神科医レオ・カナー
によって報告されたカナー症候群（カナー型自閉症）を中心に行われてきた。このカナー型自閉症は正式な
診断名ではないが、「言葉の発達の遅れ」「コミュニケーションの障害」「対人関係・社会性の障害」「パター
ン化した行動、こだわり」などの自閉症の特徴と知的機能の発達の遅れがある障害として認識されてきた。
一方、同じ1943年にオーストリアの精神科医師が論文として発表されたアスペルガー (Asperger)症候群は、
社会性・コミュニケーション・想像力・共感性・イメージすることの不得意さ、こだわりの強さ、感覚の過
敏などを特徴とし、知能や言語に遅れのないものをアスペルガー症候群と定義されてきた。両者の差異の大
きな部分は、過去においては知能と言語の遅れがあるかどうかという点であると考えられてきた。
　近年になって自閉症はスペクトラムだという考えが浸透し、臨床場面で使われることが多いDSMが
DSM-5に改定された2013年以降、ASDは神経発達症（Neurodevelopmental Disorder）に分類された。
DSM-5の翻訳の際に、特に児童・青年期については「障害」ではなく「症」を使用する方向に変更がなさ
れた。このDSM-5でのASDの規定の変更の特徴的は、それぞれの症状がスペクトラムであることを明確にし、
知能の程度によりその症状を区分しないという傾向を確定づけた。松本英夫（2021）によればDSM-5の
ASDの診断基準は、いわゆる自閉症の3徴のなかの、社会性の障害、コミュニケーションの障害の2つが診
断基準A（社会的コミュニケーションおよび相互関係における持続的な欠陥）を形成する。すなわち、①相
互の対人的‐情緒的関係の欠陥、②対人的相互反応で非言語的コミュニケーション行動を用いることの欠陥、
③人間関係を発展させ、維持し、それを理解することの欠陥とされた。残りの興味の限局や強いこだわりが
診断基準Bを形成し、さらに「感覚過敏あるいは鈍麻」がBに追加されている。と述べている。「感覚過敏あ
るいは鈍麻」が加えられたことは、Aron（1997）が規定したところの感覚処理感受性の高い人であるHSP
との関連性が想起される変更である。また、神経心理分野から池田一成（2023）は、HSPの理論では環境
への敏感さが大脳右半球の活性に基づくとする。類推すると, ASDで生じる感覚処理障害（以後SPD）には
並行的伝導路の過活動に加え, 半球間で非対称な離散的伝導路の活動が寄与すると考えられる。と述べてい
る。このことからも、障害と感覚の敏感性の関係をうかがい知ることができる。
　HSPを例に出すまでもなく、人によって物の感じ方や捉え方、刺激に対する受け止め方は様々である。
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Aron（1997）はこのような感覚の個人差を感覚処理感受性と述べている。先にも述べたように、Aron（1997）
は感覚処理感受性の高い人を、「HSP」を提唱した。舟橋（2013）によると、感覚処理感受性の高さとは、
｢些細な刺激にも気づき, その刺激に反応し、われわれ人間は刺激に対して慣れが生じるが、たとえその慣
れが生じても刺激に対してすぐにまた反応し、そして感覚の閾値の変動がほとんどないこと｣ と定義されて
いる。つまり、HSPは非HSPよりも感覚の閾値が低く刺激に対して敏感で、人一倍繊細であるということで
ある。敏感性をもって生まれたHSPは多くのストレスが常につきまとい、ストレス要因と折り合いながら暮
らす必要が生じる。ASDの障害とHSPの気質をその他の症状や障害と混同しないように注意が必要である。
多くの人はHSPの気質を「恥ずかしがり」「引っ込み思案」といった、いわゆる「内気」と同じものだと考
えている。内気とは状況に応じた反応のことであり、その人の持っている気質ではないし、遺伝でもない。
一方で、HSP気質が遺伝であることは、Licht（2011）の研究により明らかとなっている。また、ASDにも
HSPと同様に感覚過敏の特性が見られるため、HSPは発達障害と誤解されやすい。しかし、ASDに見られる
こだわりの強さや社会的コミュニケーションの難しさはHSPやSPDに見られる特性ではないため、神経発達
症（ASDを含む）とは別物として考えるが適切であるのかもしれない。
　Aron＆Aron（1997）は、敏感性を測定するため、また感覚処理感受性の概念が内向性や神経症傾向な
どのパーソナリティ傾向とは異なることを検証するために27項目のHighly Sensitive Person-Scale（以下
HSPS）を作成した。国内でも高橋亜紀（2016）によるHSPS-19や、舟橋亜紀（2013）による成人用感覚
感受性尺度が作成されている。しかし、これらのHSPSには難点もある。例えば、高橋亜紀（2016）が作成
したHSPS-19では、第3因子の美的感受性の信頼性係数が低く信頼性が高い尺度であるとは言い難い。そこ
で、永松岳（2019）は尺度項目を23項目とし、「易興奮性」「音に関する低感覚閾」「環境変化への気づき」
の3因子に分析した改訂版HSPSを作成している。改訂版のHSPSには、逆転項目も使用されており、より信
頼性の高いHSPSであることが言える。このようにHSPという考え方は近年、国内でも徐々に注目されてき
ている。それは研究者の世界だけにいえることではない。現在、芸能人がメディアやSNSを通じて自身が
HSPであることを公表したり、HSPに関する著書が多く出版されたりしてきている。それによりHSPについ
て関心を持つ人やHSPを身近に感じる人が増加していると推測できる。自分自身がHSPなのではないかと感
じている人も多いのかもしれない。エレイン・Ｎ・アーロン（2020）によると、世界の全人口の15％から
20％の人がHSPの性質に当てはまるといわれていると述べられている。また、ASDとHSPが併存する率と
して一般には10％程度と言われているが大規模な疫学的調査は行われていない。
　HSPの性質は環境によって消えることがあるといわれている。これは、ASDが環境によって、資質を持っ
ていても発症しないことがあるという考えと方向性が同じだといえる。しかし、とらえ方によっては、環境
によってHSPの特性が強く表れる可能性があると捉えることができる。HSPは非HSPに比べると、刺激に対
して敏感であり、物事を深刻にとらえやすい傾向がある。また、感性が高く、他人が気づかないような些細
なことにも気づきやすい。このような傾向を持つ人々にとって「学校」は非常にストレスを感じやすい場所
のひとつであり、HSPの特性が特に強く表れる環境のひとつが「学校」ではないかと推察する。たとえば、
それほど話したことがない生徒同士で行われるグループ活動やグループ討議などの場面がそれにあたる。感
覚処理感受性が高い人は、周囲のストレスフルなエネルギーを選択することなく自分に取り込んでしまうた
めにかなり気疲れする傾向がある。そのため、HSPはグループでの話し合いの中で、自分の発する言葉を相
手がどのように受け止めるのかを気にしすぎてしまい、精神的に疲れてしまうことが想定される。また、
HSPは内気であると勘違いされやすく、その性質が理解されにくい。また、養育者は敏感さのマイナス面に
目が向きやすく、不安や育てにくさを感じる。教育場面でも教師の困難感を引き起こすことがあるとされて
いる傾向があるともいわれている。このような現状が学校生活において、さらにHSPにストレスをもたらせ
る環境となっている可能性がある。
　本研究では、ASDとHSPを両者の易刺激性や刺激に対する過敏性に着目し、その共通性と相違を明らかに
することを通じて、二次障害を起こさないための教育での配慮事項に関して明らかにしていきたい。
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Ⅱ　方法
調査方法：質問紙調査
調査対象：大学生　66名（女性　66名）
調査項目：①　永松（2019）のHighly Sensitive Person—Scale（以下HSPS-23）を用いたHSP傾向の

測定を5件法で測定を行った。
②　これまでの学校生活を通して感じた不安やストレスについて（小学校・中学校・高校それぞ

れについて尋ねた。）
分析方法：数量分析においてはHADを使用した。自由記述においては、KHCoder Ver3.0を使用し、抽出

語リストの作成、階層クラスター分析・共起ネットワーク図の作成を行った。

Ⅲ　結果
（１）Highly Sensitive Person—Scaleの記述統計
　永松（2019）のHSPS―23を使用し、5件法で測定を行った。各項目で、自分に最もよく当てはまるもの
を１つ選び、その数字に丸印を記入してもらった。平均値と標準偏差は表１であった。

表１　HSPS-23各項目の点数の平均および標準偏差

Highly Sensitive Person—Scale の項目 平均 標準偏差

大きな音に対して過敏に反応する 3.167 1.184

かすかな物音にビクビクする 2.138 1.044

突然の大きな音に心臓が止まりそうなほどびっくりする 2.742 1.339

話している相手の目線が気になる 3.500 1.127

課題が山積みになると何から手を付けていいのか分からなくなる 3.136 1.346

人混みが苦手である 3.385 1.234

環境の変化をすぐさま感じ取ることができる 3.288 1.019

ちょっとした気温の変化に気づく 2.924 1.057

忙しい日々が続くと部屋にこもってじっとしていたくなる 3.530 1.361

休息が必要なほど日々神経をすり減らしていると感じる 3.136 1.175

サイレンの音に圧倒されやすい 2.470 1.180

大きな音が不快であると感じる 3.227 1.200

たくさんのことが自分の周りで起こっていると不快になる 2.955 1.101

他人の気分に左右される 2.985 1.222

ケガをしている人を見ると自分も痛い感じがする 2.924 1.154

些細なことでも動揺しやすい 2.985 1.157

大きな音がわずらわしい 3.061 1.108

大勢の中で叱られていると自分が言われているように感じる 2.924 1.219

一度にたくさんことを頼まれるとイライラする 3.227 1.107

些細なストレスでは動じない 3.409 0.784

人混みは意識して避けるようにしている 2.864 1.188

自分を取り巻く環境の変化に気が付く 3.212 0.959

短時間にたくさんのことをしなければならばならない時、混乱する 3.424 1.216
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　図１　HSPS-23の各項目の点数の平均と標準偏差

　一般的な学生のHSPS－23の各項目の平均および標準偏差を求め、図１にまとめた。
　平均値が高い項目を5項目列挙すると「忙しい日々が続くと部屋にこもってじっとしていたくなる」

（3.530）「話している相手の目線が気になる」（3.500）「短時間にたくさんのことをしなければならない時、
混乱する」3.424）「些細なストレスでは動じない」（3.409）「人混みが苦手である」（3.385）に高い数値を
示した。これらの項目は、永松岳（2019）の定義するHSPS―23の第1因子「易興奮性』に属する。（この
うち、「些細なストレスでは動じない」は逆転項目である。）このことからも、HSPの特性の中核が『易興奮
性」（この論文では、刺激との関係から以降、易刺激性と記述する）の重要性が示唆される。一方、非常に
低い平均値であった項目は「かすかな物音にビクビクする」（2.138）「サイレンの音に圧倒されやすい」

（2.470）の2項目であった。この2つの項目は、3因子の中で、第2因子『音に関する低感覚閾」に属する項
目であった。

（２）学校生活を通して感じた不安や困りごと、ストレスについてのテキスト分析
　小学校・中学校のそれぞれの学校生活の中で、これまでに感じた不安や困りごと、ストレスについて、自
由記述で回答してもらった。自由記述の結果を、テキストマイニングを使用し、抽出語リストについては、
語の重複や意味の同じ言葉に留意してコーディング化して棒グラフを作成した。また、階層クラスター分析
を行って各クラスターの関係を作成し、共起ネットワーク図を作成して、構造を明らかにした。
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①　小学校
　多くの自由記述で「担任」と「先生」の言葉は小学校時点では同じ文脈で使われており、さらに、「人」「友
人」「友達」「人間」は、同じ文脈で扱われていることから、いくつかの言葉はコーディングルールを使ったう
えで今後の分析を行うことが適当であると思われる。小学校では下のようなコーディングルールを使用した。

＊教師
　担任　or　先生　
＊友達
　人　or　友人　or 友達　or 学ぶ or 人間
＊大人に怒られる
　大人　OR　怒られる OR　トラウマ　
＊発表が苦手
　人前　OR　発表できない OR　苦手　OR　無理やり当てる

図 ２：抽出語リスト

　「学校生活を通して感じた不安や困りごと、ストレスについて」の質問に対する自由記述の結果（小学校）
を抽出語リストにまとめたものが図2である。上 から順に、「友達　12個」「教師　８個」「発表が苦手　６個」

「大人に怒られる５個」のように多くは社会的活動への困りやストレスであり、小学校においては大人との
かかわりに関する項目も多いことが明らかとなった。

図 ３：抽出語リスト小学校のクラスター分析

　しかし、一方では「大声で怒られる」や「発表の
時に人の視線が気になる」などの情動や感覚に関係
すると思われる自由記述も見られた。　　　　　　
　また、「学校生活を通して感じた不安や困りごと、
ストレスについて」の質問に対する自由記述の結果

（小学校）を階層クラスター分析したものが図４で
ある。クラスター 1「悪口・友達・人間・関係・親・
不安・先生・怖い」といった人間関係に関すること
が抽出された。クラスター 2「発表・苦手・多い・
無理やり・担任・自分・前」という人前での発表や
授業のこと、クラスター 3「学校・行く・勉強・ス
トレス・感じる」では、学校に行くこと、自体への
ストレス。クラスター 4「怒る・友人・周り・気」
では、友人関係、ラスター 5「時間・給食・残す」
では、給食がストレスになっている様子がうかがえ
た。　
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図４：学校の階層的クラスター分析
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　さらに、図５は、「学校生活を通して感じた不安や困りごと、ストレスについて」の質問に対する自由記
述の結果（小学校）における、共起ネットワーク図である。まず、「発表」「苦手」「担任」「無理やり」など
の言葉の関連性が強く表れていることから、授業時に人前での発表にストレスを感じていたことが分かる。

「授業中に手を挙げていないのに無理やり当ててきたり、発表できなかったら全員の前で怒られることがあっ
た。それ以来、同級生や先輩、先生の前で発表したり、注目されることが大変苦手である。」「人前で発表す
ることが苦手だったので、発表する機会があるとその日は熱が出ることもあった。」などの回答が見られ、
人前での発表がトラウマ化したり、PTSDを思わせる体験につながっていることが想像される記述されてい
る。
　また、「給食」「残す」「時間」の関連性も強く、強制的に給食指導されることに対するストレスが存在し
ていたことが分かる内容である。「給食が多くて残したかったのに無理やり食べろと言われ、腹が立った。」「給
食の時間に先生が厳しく、残すことが許されなかったのでストレスだった。給食の時間が来るとお腹が痛く
なったり、気持ちが悪くなったりしていた。」など心身に症状が現れることがわかる回答も見られた。

図５　小学校の共起ネットワーク図

　さらに学校におけるストレスとして「関係」を中心とした人間関係・友人関係のストレスも多く表れてい
る。一方、HSPに特有な『音に関する低感覚閾」『音に関する低感覚閾」に連なるような反応は小学校にお
いては限定的で、むしろ、ASDにつながる社会的コミュニケーションの難しさが前面に出ているようである。
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②　中学校
　「学校生活を通して感じた不安や困りごと、ストレス
について」の質問に対する自由記述の結果（中学校）を
抽出語リストにまとめたものが図６である。上から順に、

「部活：14個」「受験・テスト：10個」「友人：10個」「教
師：７つ」のカテゴリが抽出された。小学校と共通する
のは友達関係がストレスとなっていることである。さら
に、「部活動」「受験・テスト」も大きなストレスことが
わかり、これらの項目は小学校で見られなかったが、学
年が進行していくにつれて新たなストレスとして発生し
ていることが読みとれる。　
　「学校生活を通して感じた不安や困りごと、ストレス
について」の質問に対する自由記述の結果（中学校）を
階層クラスター分析したものが図７である。クラスター
1「楽しい・高校・受験・勉強・生徒・見る・持つ・成績・
姉・自分・緊張・不安」、クラスター 2「怖い・顧問・
厳しい・ルール・制服・先生・校則・苦手・夏」、クラ
スター 3「小学校・部活・クラス・トラブル・人・周り・
気」、クラスター 4「テスト・悪い・親・毎日・怒る・
ストレス・感じる」、クラスター 5「悪口・言う・多い・
辛い」、クラスター 6「人間関係・活動・部」、クラスター
7「立つ・先輩・部長」の7つのクラスターが析出された。
　図８は、「学校生活を通して感じた不安や困りごと、
ストレスについて」の質問に対する自由記述の結果（中
学校）における、共起ネットワーク図である。

図６：中学校の抽出語リスト

図７：中学校のクラスター分析
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図８　中学校の共起ネットワーク図

　まず、「受験」「テスト」「成績」を中心としたまとまりがあることから、受験勉強に対する不安やストレス
が多いことが分かる。「高校受験を前にして緊張感を持って勉強しているときに、推薦入試などで一足先に合
格が決まっている生徒が楽しそうに遊んでいたり、騒がしくしている所を見て不安やイライラを感じていた。」

「高校受験がとても不安だった。」などの回答が見られた。また、「人間」「関係」、「部」「活動」などのまとま
りが見られる。「周りのひそひそ話す声が、自分のことを言われている気がして気になっていた。」「悪口を言
うことでコミュニケーションを取ろうとする空気が苦手だった。」などの回答が見られた。といった音や言葉
と人間関係が結びついているのが思春期の特徴的である。
　さらに、「先輩」「部長」、「顧問」「厳しい」などの結びつきも見られ、部活動での自分自身の立場の変化や、
部活動においてもストレスを感じていたことが示された。「部活で先輩が引退し、自分たちが一番上の学年に
なったとき、部長という立ち場に不安を覚えた。」「部活で顧問に怒られることがストレスであった。」「中１の
時の部活の先輩がとても厳しかった。」などの回答が見られた。このように部活や進路が中学校では、小学校
にみられなかった新たなストレス要因となり、増えることが明らかとなった。また、「ひそひそ話す声」や「大
声で怒られる」などHSPの音に関する低感覚閾を連想させる回答が多く見られ、小学校の時より顕著に自覚化
されることが分かった。調査項目が他の感覚過敏に言及していないために、HSPの音に関する低感覚閾とASD
の感覚過敏について直接的に関連づけにくい結果となった。

③　高HSP尺群・低HSP尺度群に分けての結果
　今回の調査（Highly Sensitive Person—Scale全体での平均値は3.07であり、各調査項目において±0.5標準
偏差を境として、高HSP尺度群と低HSP尺度群に分けて両者の違いを明らかにしようとした。両者のスコアの
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違いは、スコアが3.6以上の人を「高HSP尺度群」、2.4以下の人を「低HSP尺度群」に分類した。その結果、
高HSP尺度群は16名（24％）、低HS尺度群は12名（18％）であった。
　高HSP尺度群は16名のうち12名（75％）が学齢期に何らかのストレスを感じていたという回答を行ってい
るのに対して、低HS尺度群は12名のうち6名（50％）しか学校生活にストレスを感じていないことから、高
HSP尺度群にとっては学校生活にストレスを感じやすい結果となった。高HSP尺度群にとっては、「同級生や
先輩、先生の前で発表したり、注目されたりすることが大変苦手である。」「視線が苦手」といったような視線
に対する恐怖感がみられるのに対して、低HSP尺度群にはそのような傾向がみられなかった。また、小学校時
代の自由記述では、高HSP尺度に「周りで怒られている友人を見ると、自分も悲しくなった」や「先生にまた
怒られる、また周りの人に何か言われるかもしれない」といった環境に対する感受性の強さが読みとれる回答
が多く見られた。さらに、高HSP尺度の一部には、思春期以降に「周りのひそひそ話す声が、自分のことを言
われている気がして気になっていた」という困りから「音、いきなりの音に敏感になった。」という音に対し
て年齢が上がるにつれて過敏になった特徴的なケースが数例認められた。ASDの感覚過敏は、パニックの原
因になることがしばしばみられるが、HSPは、音に関する低感覚閾は見られるものの社会生活に支障をきたす
ようなものは少ない可能性が示唆された。

Ⅳ　考察
　HSPは性格やパーソナリティとして議論されることが多く、人口の20%程度の人に見られるといわれて
いる。また、ASDは障害として区分されその罹患率は２％強であると考えられている。また、HSPの人の
中にASDを合併している人も一定数いるというのが通説となっている。しかし、両者の社会的な扱いは大
きく違い、教育的配慮も大きく違っている。この両者の違いを感覚過敏の問題と困りの程度という2つの
視点から考えていくことは、教育の中で重要な示唆を与えると考えられる。そのでこの２点から考察を深
めていきたい。

（１）Highly Sensitive Person—ScaleにみるHSP特性とASDにみられる感覚過敏の関連
　DSM の改訂のVer ５への変更契機に、自閉症の感覚特異性が改めて注目されるようになってきた。串崎,
真志（2018）はその事例としてUK で自閉症と診断された116名（平均11.6歳）のうち92％、自閉症リス
クで特別支援教育を受けている児童 72 名（12.7 歳）のうち 67％が、感覚過敏・感覚鈍麻・感覚的な関心）
のいずれかをもっていたという調査を列挙し、感覚過敏とASDの関係を述べている。一方で、HSPという面
から、Elaine Aron （Aron, Aron, & Jagiellowicz, 2012）は、刺激に対する深い認知的処理と高い情動的
反応を感覚処理感受性（sensory-processing sensitivity）と呼び、そのような高い敏感性をもつ人を高敏感
者（HSP）と呼んだ。Aron（ 1996, 2002）は、高敏感者が一般に15-20％いると考え研究を進めてきたと
述べている。
　しかし、本研究の対象者は一般的な大学生であることから、強い反応の多くが、「忙しい日々が続くと部
屋にこもってじっとしていたくなる。」などといった誰もが日常生活の中で起こす反応に集中しているのは
当然の結果である。両者の関係を理解するには、DSM-5への推移の中での特徴として追認された感覚過敏
に焦点を当てながら、HSPについて考察することの方が、ASDとの関連を考える上では重要であろう。対象
者の特性から、平均値より、大きな隔たりがありHSP傾向が顕著である高HSP尺度群でよくみられる反応が
HSPの特徴をより確かに示すことになると考えられる。「かすかな物音にビクビクする」や「サイレンの音
に圧倒されやすい」など、第2因子『音に関する低感覚閾』は重要な判断基準となると思われる。また、「同
級生や先輩、先生の前で発表したり、注目されたりすることが大変苦手である。」「視線が苦手」のような視
線や人に注目されることの苦手さも環境に対する過敏性として重要な判断基準となると考えられる。このこ
とは、髙橋亜希（2016）が神経症傾向に関しては第1因子“低感覚閾”と第2因子“易興奮性”のどちらも神経
症傾向（情緒不安定性）と中程度の有意な相関がみられたと述べたことと同じ傾向を示す結果と言える。上
記の2点がHSPとASDとも共通する特徴と言えるのが妥当であろう。
　さらに、特徴的な点として高HSP尺度群において「（高校になって）大きな音、いきなりの音に敏感になっ
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た」という記述が複数みられることから、音に関して低感覚閾の状態は小学校よりも思春期以降により強い
反応を示し、意識化されるのではないかという推測がされる。今回は母数が少ないために確定的には言えな
いが、この思春期に増加する傾向は、必ずしもASDの持つと特徴とは一致しているわけではないことが類
推された。

（２）HSPとASDにみられる重要な機能に対する困りの程度差
　DSM-5のASD診断の4項目として追加された「症状は社会や職業その他の重要な機能に重大な障害を引き
起こしている。」場合のみをASDとして診断するという改善点から考えると、HSPもASDともにその症状の
程度によって日常生活の困りに程度の差があるように思われる。一般的には、ASDの方が重要な機能に障
害を起こしているという表現にぴったりの事例が多い。ASDと比較して、HSPは、感覚特性として扱われる
ことが多く、その困りの程度を直接的に比較することは難しい。このことに、それぞれの特性の認知度の違
いに原因があるかもしれないが、当事者から見たときには、どちらも生活に困難性やストレスを感じている
のは確かである。高HSP尺度群の記述には「毎日親に怒られており、それをストレスに感じて自傷行為をし
ていた。」とか「（高校生になって）大勢の中でほかの人が大声で叱られていると、自分も言われている気が
して辛かった。大きな音、いきなりの音に敏感になった。」などのHSPの特徴から生活での機能低下を起こ
している状況が読みとれるものが多く散見される。教育現場においてはHSPであろうがASDであろうが、感
覚特性はすべての人が同じなのではなく、それぞれの人が感覚の多様性があり、そのことをもっと自覚して
多様な配慮が加味された教育活動が行われるべきであると考える。

Ⅴ　成果と課題
　HSPとASDのある人にはともに、音に対しての感覚過敏がみられるが、その程度はさまざまである。ただ、
ASDのある人の方が多様な感覚過敏を示す例が多い。さらにどちらの特性も日常生活に大きな機能の支障が
なければ、診断される必要がない特性である。ASDのある人が低年齢層から音への感覚過敏を訴えるのに対
して、HSPは、思春期以降にその傾向が顕著になる可能性が示唆された。ASDのある人に見られる社会的コミュ
ニケーションに関する困りも、両者に共通にみられる場合がある。しかし、ASDの障害中核であるこだわりは、
HSPに関しては明確にみられない場合が多い。
　HSPもASDのある人も、ともに刺激に対する過敏性に配慮しながら教育支援を行うことが二次障害を防ぐ
ために重要である。今回の調査が、HSPの特性のある集団が対象でないことやASDのある人の集団に対して
HSPSを実施した結果でないことからさらなる調査が必要である。
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Comparative study and educational support between autism spectrum disorder and HSP
―  Comparison of DSM-5 and Highly Sensitive Person-Scale  ―

Masaya NARUMI＊1, Ayana KAI
＊1Department of Early Childhood and Elementary Education

1-1, Jiyugaoka, Yahatanishi-ku, Kitakyushu-shi 807-8586, Japan

Abstract
The purpose of this study was to compare and examine the characteristics of autism spectrum disorder 

and HSP to clarify their commonalities and differences, and to clarify the educational environment and support 

that should be provided according to the characteristics. Irritability to sounds is common to both autism 

spectrum disorder and HSP. On the other hand, obsession, which is a core disorder for ASD, is less common 

among people with HSP tendencies. It has become clear that people with HSP need to be reasonable 

accommodation about sound stimulation and gaze anxiety in educational environments.

Key word :  low sensory threshold for soords, irritability, gaze anxiety
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